
様式 １　公表されるべき事項

独立行政法人自動車事故対策機構の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

　　

法人の長

理事

監事

監事（非常勤）

・当機構は、自動車の運行の安全の確保に関する事項を処理する者に対する指導及び講習、自動車事
故による被害者に対しその身体的又は財産的被害の回復に資する支援等を行うことにより、自動車事故
の発生の防止に資する業務などを行っており、その業務内容の公共性の高さに鑑み、役員報酬水準につ
いて独立行政法人通則法第50条の２第３項の規定の趣旨を踏まえ、当機構の業務実績を考慮し、役員の
職責に応じて国家公務員の給与水準を参考としている。

特別手当（賞与）について、業績評価の結果を勘案の上、特別手当の算定基礎額にその役員の職務実
績に応じて100分の10の範囲内で理事長が定める割合を乗じて得た額を支給することとしている。

  ②  平成２６年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び平成２６年度における改定内容

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

・役員報酬支給基準は、月額及び特別手当から構成されている。
月額については、独立行政法人自動車事故対策機構役員報酬規程（以下「役

員報酬規程」という。）に則り、理事長の本俸（903,000円）に特別地域手当
（162,540円）及び通勤手当を加算して算出している。特別手当についても、役員
報酬規程に則り、特別手当基準額（本俸＋特別地域手当＋本俸×100分の25＋
本俸及び特別地域手当の月額に100分の20を乗じて得た額の合計に、その者の
職務実績に応じて100分の10の範囲内で理事長が定める割合を乗じて得た額)に、
６月に支給する場合は100分の140、12月に支給する場合は、100分の170を乗じ、
さらに基準日以前6箇月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を
乗じて得た額としている。
・平成26年度では、一般職の職員の給与に関する法律の一部改正等に準拠し、
特別手当支給率について0.15月分の引き上げを実施した。

・役員報酬支給基準及び算出方法は、法人の長に記載したものと同じ。
理事の本俸は、746,000円、特別地域手当は、134,280円としている。

・平成26年度では、一般職の職員の給与に関する法律の一部改正等に準拠し、
特別手当支給率について0.15月分の引き上げを実施した。

・役員報酬支給基準及び算出方法は、法人の長に記載したものと同じ。
監事の本俸は、675,000円、特別地域手当は、121,500円としている。

・平成26年度では、一般職の職員の給与に関する法律の一部改正等に準拠し、
特別手当支給率について0.15月分の引き上げを実施した。

・役員報酬支給基準は、役員報酬規程に則り、非常勤役員手当の月額
234,000円のみとしている。



２　役員の報酬等の支給状況
平成２６年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

17,589 10,836 4,664 1,950 （特別地域手当）

139 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

14,598 8,952 3,853 1,611 （特別地域手当） H26.4.1 ◇
182 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

80 68 0 12 （特別地域手当） H26.4.2 ◇
0 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

14,469 8,884 3,853 1,599 （特別地域手当） H26.4.3 ◇
133 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

14,634 8,952 3,853 1,611 （特別地域手当）

218 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

12,083 8,100 2,384 1,458 （特別地域手当） H26.4.1
141 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

6,503 4,050 1,574 729 （特別地域手当） H26.9.30
150 （通勤手当）

千円 千円 千円 千円

1,404 1,404 0 0 H26.10.1

注１：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入する。
注２：「特別地域手当」とは、民間の賃金水準が高い地域に在勤する役員に支給しているものである。
注３：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　 退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

Ａ監事

役名

法人の長

Ｃ理事

A理事

Ｂ理事

前職
その他（内容）

Ｄ理事

Ｃ監事
（非常勤）

Ｂ監事

就任・退任の状況



３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
　法人の長

　理事

　監事

　監事
（非常勤）

【主務大臣の検証結果】

監事は、当法人の業務運営の適正及び効率性並びに会計経理の適正の確保のため、

監査を行い、平成25年度の業務実績に関する評価において中期目標達成に向けて順

調に進んでいるとの評価（A評価）も得ている。また、その報酬水準については、｢平成26

年度人事院勧告資料（平成26年８月）４ 役員報酬関係｣による国家公務員の給与及び

民間企業の役員報酬と比較して概ね同水準以下であることからも妥当であると考える。

理事は、理事長を補佐し、当法人が行う自動車の運行の安全の確保に関する事項

を処理する者に対する指導及び講習、自動車事故による被害者に対しその身体的又は

財産的被害の回復に資する支援等を行うことにより、自動車事故の発生の防止に資す

る業務を分担し、その所掌事項に関して職員を指揮監督しており、平成25年度の業務

実績に関する評価において中期目標達成に向けて順調に進んでいるとの評価（A評価）

も得ている。また、その報酬水準については、｢平成26年度人事院勧告資料（平成26年

８月）４ 役員報酬関係｣による国家公務員の給与及び民間企業の役員報酬と比較して

概ね同水準以下であることからも妥当であると考える。

理事長は、法人の代表として、その業務を総理し、法人経営に関する最終的な責

任と権限を有するものであるが、そのリーダーシップの下、当法人は自動車の運行の安

全の確保に関する事項を処理する者に対する指導及び講習、自動車事故による被害

者に対しその身体的又は財産的被害の回復に資する支援等を行うことにより、自動車

事故の発生の防止に資する業務などを担っており、平成２５年度の業務実績に関する

評価において中期目標達成に向けて順調に進んでいるとの評価（Ａ評価）も得ている。

また、その報酬水準については、｢平成26年度人事院勧告資料（平成26年８月）４ 役

員報酬関係｣による国家公務員の給与及び民間企業の役員報酬と比較して概ね同水

準以下であることからも妥当であると考える。

・本府省局長年間報酬額・・・17,472,000円

監事は、当法人の業務運営の適正及び効率性並びに会計経理の適正の確保のため、

監査を行っている。また、その報酬水準については、｢平成26年度人事院勧告資料（平成

26年８月）４ 役員報酬関係｣による国家公務員の給与及び他の独立行政法人の非常勤

役員報酬と比較して概ね同水準以下であることからも妥当であると考える。

当該機構の業務目的は、自動車の運行の安全の確保に関する事項を処理する者に

対する指導及び講習、自動車事故による被害者に対しその身体的又は財産的被害の

回復に資する支援等を行うことにより、自動車事故の発生の防止に資するとともに、被

害者の保護を増進することであり、その業務内容に鑑みれば、Ⅰ-１-①に示す国家公

務員の給与及び民間企業の報酬基準を参考としつつ、法人の業務の実績を考慮して

設定するという役員報酬水準の設定の考え方は妥当である。Ⅰ－２の報酬実績は、報

酬水準の設定の考え方に即しており、平成25年度業務実績評価結果を鑑みても、法

人の検証結果は適当であると考える。



４　役員の退職手当の支給状況（平成２６年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

3,353 4 0 H26.3.31 0.9

千円 年 月

3,568 4 6 H26.9.30 0.9(仮）

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、該当がない場合は空欄。　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

　独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄
注２：監事Aについては、既に仮の業績勘案率により算出した支給額（平成26年度支給：3,353千円）を

当該役員に対して仮支給していたが、当該役員が在籍した期間の業績勘案率が決定したことにより
確定した退職手当の総額である。

注３：監事Bの支給額は、当該役員が在籍した期間の業績勘案率が決定されていないため、「暫定的な
業績勘案率（0.9）」により算出している。

５　退職手当の水準の妥当性について
【主務大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

監事B

　在職期間中は、監事として当機構の業務運営の適正及び効率性並びに会計経理の適正な確保のた
め貢献しており、また、業務実績評価は「A（着実な実施状況」であった。しかしながら、職員の不正行為
が生じたことにより、当機構の財産状況や理事の業務執行を監査する監事としての職責が認められ、退
職金に係る業績勘案率は「0.9」となった。

　退職手当の額の算出については、独立行政法人自動車事故対策機構役員退職手当規程に則り、退
職時の俸給月額×在職期間の月数×支給率100分の12.5×調整率100分の87により算出した額に、業
績勘案率0.9を乗じて算出した額を支給している。

該当者なし

注：「判断理由」欄には、法人の業績、担当業務の業績及び個人的な業績の検討結果を含め、業績勘案
　　 率及び退職手当支給額の決定に到った理由等を具体的に記入する。

監事A

法人での在職期間

法人の長

理事

法人の長

理事

監事A

判断理由

該当者なし

特別手当（賞与）については、業績評価の結果を勘案の上、特別手当の算定基礎額にその役員の職務実

績に応じて100分の10の範囲内で理事長が定める割合を乗じて得た額を支給することとしており、今後も引き

続き実施していく。



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び平成２６年度における主な改定内容

２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

260 43.0 6,738 5,036 138 1,702
人 歳 千円 千円 千円 千円

260 43.0 6,738 5,036 138 1,702
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

4 61.5 7,247 5,472 91 1,775
人 歳 千円 千円 千円 千円

4 61.5 7,247 5,472 91 1,775
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

注：常勤職員については、在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

在外職員

任期付職員

区分

事務・技術

うち所定内
平成２６年度の年間給与額（平均）

総額
人員

非常勤職員

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

常勤職員

事務・技術

うち賞与平均年齢

再任用職員

当法人においては、平成19年から勤務評価制度を導入しており、職員の能力・実績を適正に評価
し、昇給・昇格及び勤勉手当の支給に際して、職員の勤務成績等を考慮することとしている。

・独立行政法人自動車事故対策機構職員給与規程に則り、俸給及び諸手当（扶養手当、地域手当、

広域異動手当、管理職手当、本部業務調整手当、住居手当、通勤手当、単身赴任手当、時間外勤務

手当、管理職特別勤務手当、期末手当、勤勉手当、寒冷地手当）としている。

・期末手当については、期末手当基準額（俸給＋扶養手当＋地域手当＋広域異動手当）に管理職加

算額及び役職加算額を加算し、６月に支給する場合においては、100分の122.5、12月に支給する場合

においては、100分の137.5を乗じ、さらに基準日以前6箇月以内の期間におけるその者の在職期間に

応じた割合を乗じて得た額としている。

・勤勉手当については、勤勉手当基準額（俸給＋地域手当＋広域異動手当）に管理職加算額及び役

職加算額を加算し、基準日以前6箇月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じ、さ

らに勤勉手当の支給について別に定める勤務成績に応じた割合を乗じて得た額としている。

・なお、平成26年度では、一般職の職員の給与に関する法律の一部改正等を踏まえ、①俸給表を平均

0.3%引き上げ、②自動車等を使用する通勤手当について手当額を改定、③勤勉手当の支給率につい

て0.15月分の引き上げを実施した。

・当機構は、自動車の運行の安全の確保に関する事項を処理する者に対する指導及び講習、自
動車事故による被害者に対しその身体的又は財産的被害の回復に資する支援等を行うことにより、
自動車事故の発生の防止に資する業務などを行っている。その業務内容の公共性の高さに鑑み、
職員給与支給基準については独立行政法人法人通則法第50条の10第３項の規定の趣旨を踏ま
え、社会一般的な情勢を適合させるために、官民給与の正確な比較を行っている国家公務員の
人事院勧告に準拠し、国家公務員の給与水準を考慮しつつ、職員の給与水準を決定している。
・国家公務員・・・平成26年度において、国家公務員のうち行政職俸給表（一）の平均給与月額は
409，562円となっており、平均給与年額は6,618,000円となっている。



②

注：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。

③

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

本部マネージャー 11 53.2 9,977

本部スタッフ 6 26.8 3,866

注：「本部マネージャー」は本部課長相当職、「本部スタッフ」は本部係員相当職である。

④

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

63.2 61.4 62.2

％ ％ ％

36.8 38.6 37.8

％ ％ ％

         最高～最低 51.0～32.3 52.8～34.4 50.6～33.4

％ ％ ％

63.3 62.1 62.7

％ ％ ％

36.7 37.9 37.3

％ ％ ％

         最高～最低 44.6～32.0 44.3～34.0 43.8～33.1

分布状況を示すグループ

千円

一般
職員

年間給与額

一律支給分
（期末相当）

最高～最低

賞与（平成26年度）における査定部分の比率（事務・技術職員）

区分

管理
職員

一律支給分
（期末相当）

 4,371～ 3,455

10,618～9,231

査定支給分（勤勉相
当）（平均）

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員）〔再任用職員を除く。以下、④まで同じ。〕

平均年齢

査定支給分（勤勉相
当）（平均）

人員

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員）
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歳

５６－５９

歳

人数

平均給与額

第３四分位

第１四分位

国の平均給与額

年間給与の分布状況（事務・技術職員） 人千円 年間給与の分布状況（事務・技術職員）千円



３　給与水準の妥当性の検証等

事務・技術職員

・年齢勘案　　　　　　　　　　　　 103.8
・年齢・地域勘案　　　　　　　　 104.1
・年齢・学歴勘案　　　　　　　　 102.3
・年齢・地域・学歴勘案　　　　 103.6

 【管理職割合】 （機構）38.1%　 （国家公務員） 15.6%

平成26年度対国指数対象職員 260人
うち管理職員数  99人

【大卒者割合】 （機構）73.5%　　　 （国家公務員） 53.6%

 平成25年度対国指数対象職員 260人

                              　                      うち大卒者数 191人

（機構）73.5% （国家公務員） 72.20%

 平成25年度対国指数対象職員 260人

 うち地域手当支給者数 191人

【国からの財政支出について】

　　１．支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　73.9％

・ 国からの財政支出額　 10,615百万円

・ 支出予算の総額　 14,370百万円 （平成26年度予算）

　　２．累積欠損額 0円（平成25年度決算）

　　３．支出総額に占める給与、報酬等支給総額の割合　18.3％

・ 給与、報酬等支給総額 2,496百万円

・ 支出総額 13,605百万円 （平成26年度決算）

（法人の検証結果）

（主務大臣の検証結果）

【今後講ずる措置】

　・今後も、引き続き、国に準じた適正な給与水準の維持を図るよう取組む。

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

・当機構は自動車の運行の安全の確保に関する事項を処理する者に対する
指導及び講習、自動車事故による被害者に対しその身体的又は財産的被害
の回復に資する支援等を行うことにより、自動車事故の発生の防止に資する
業務などを行っている。
その報酬水準についてはⅡ-１-①で記載したとおり、国家公務員の給与水
準を考慮しているが、２の結果は①の考え方を踏まえて国家公務員の給与水
準に則した給与実績となっており妥当である。

　・新規職員の積極的な採用による新陳代謝の効果により、さらなる給与水準
の引き下げが図られるように取組む。講ずる措置

１．業務の実施に当たっては、必要最小限の人員配置で対応するため、管理職自らプ
レイングマネージャーとして現場業務を行っているが、全国同一水準のサービスの機
会を確実に提供し、サービス受給者との時間的・距離的な隔たりを小さくすることが必
要との理念のもと、全国に５０支所を設置して業務を行っている結果、管理職員の割
合が国と比較して高いこと。

２．業務遂行上、高度な知見及び専門性が必要であるため、職員採用は大卒者に限
定している結果、大学卒業者の割合が国と比較して高いこと。

３．サービス利用者（自動車運送事業者）が都市部に集中していることから、効率的に
業務を遂行する上で、地域手当の支給対象となる都市部に勤務する職員の割合が国
と比較して高いこと。

 【地域手当支給対象者割合】

（注）国家公務員における数値は、人事院が公表している「平成26年国家公務員給与
実態調査」中、行政職俸給表（一）適用職員（管理職割合については６級以上）に係る
データに基づいたものである。

項目 内容

対国家公務員
指数の状況

　給与水準の妥当性の
　検証

・当該機構の業務目的は、自動車の運行の安全の確保に関する事項を処理
する者に対する指導及び講習、自動車事故による被害者に対しその身体的
又は財産的被害の回復に資する支援等を行うことにより、自動車事故の発生
の防止に資するとともに、被害者の保護を増進することであり、その業務内容
に鑑みれば、Ⅱ-１-①に示す給与水準を国家公務員の水準を参考として設
定する考え方は妥当である。
Ⅱ-２の給与実績はⅡ-１-①の給与水準の設定の考え方に則していると言え
ることから、法人の検証結果は適当であると考える。



４　モデル給与

○22歳（大卒初任給、独身）

　月額　208,012円　　年間給与　3,052,177円

○35歳（本部チーフ、配偶者・子１人）

　月額　381,324円　　年間給与　6,120,569円

○45歳（本部アシスタントマネージャー、配偶者・子２人）

　月額　505,862円　　年間給与　8,118,646円

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅲ　総人件費について

平成24年度 平成25年度 平成26年度

千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

総人件費について参考となる事項

１）給与、報酬等支給総額の対前年度比  9.7 %増

２）最広義人件費の対前年度比  7.7 %増

　・上記の措置に伴い影響を受ける福利厚生費が増した。

① 退職日が平成25年4月1日～平成25年9月30日　 　 98/100
※職員は、退職日が平成25年6月30日から適用

② 退職日が平成25年10月１日～平成26年6月30日 　 92/100
③ 退職日が平成26年7月1日～　　　　　　　　　　 　　    87/100

342,036333,158 344,115

3,406,765 3,246,830

253,234

退職手当支給額

非常勤役職員等給与

253,661341,952

　・一般職の職員の給与法の一部改正等を踏まえ、平成26年11月に職員の俸給表を平均0.3%の引上げ及
び自動車等を使用する通勤手当の支給額を改定するとともに、平成26年12月に支給する役職員の賞与を
0.15月分引き上げた。

区　　分

給与、報酬等支給総額
2,495,9492,276,1822,344,947

注：中期目標管理法人及び国立研究開発法人については中期目標期間又は中長期目標期間の
　　 開始年度分から当年度分までを記載する。行政執行法人については当年度分を記載する。

最広義人件費
3,498,362

　・臨時特例に関する法律（平成24年法律第2号）に基づく国家公務員の給与の見直しに関連した給与削
減措置(平成24年度～平成25年度）が終了した。

福利厚生費
374,951386,708 405,064

　・臨時特例に関する法律（平成24年法律第2号）に基づく国家公務員の給与の見直しに関連した給与削
減措置(平成24年度～平成25年度）が終了した。

　・一般職の職員の給与法の一部改正等を踏まえ、平成26年11月に職員の俸給表を平均0.3%の引上げ及
び自動車等を使用する通勤手当の支給額を改定するとともに、平成26年12月に支給する役職員の賞与を
0.15月分引き上げた。

３）「国家公務員の退職手当の支給水準引下げ等について」（平成24年８月７日閣議決定）に基づき、平成
25年度から以下の措置を講じている。

　・平成25年４月１日以降に退職する役職員について、国家公務員に準じた調整率を設定し、退職手当支
給水準の引下げを実施。

当法人においては、平成19年から勤務評価制度を導入しており、職員の能力・実績を適正に評価
し、昇給・昇格及び勤勉手当の支給に際して、職員の勤務成績等を考慮することとしており、引き続き
実施していく。



Ⅳ　その他

・新規職員の積極的な採用による新陳代謝の効果により、さらなる給与水準の引き下げが図られるように取
組む。

・一般職の職員の給与法の一部改正等を踏まえ、給与制度の総合的見直しとして、①俸給表を平均2%引き
下げ、②地域手当等の諸手当の段階的な引き上げ及び職員の退職手当の一部改正を平成27年３月に実
施した(平成27年４月１日適用）。

・第三期中期計画において、平成２８年度末までに年齢勘案のラスパイレス指数が１００．０以下にすることと
しており、引き続き、国家公務員に準じて適正な給与水準となるように取組む。


